
  

 

55 音楽祭プログラム（9/21） 

オープニング

司会＆主催者あいさつ 

唯一無二ゅ with ローカル線 

ブービーバンド 

Periodista 

ういみん 

Kako♡Mika 

企：メーデー合唱団 

パールライス 

ローカル線

企：笠木博逸をうたう sing! sing! 

ス：サンレレララバイ

Rico ＆ Tatsu 

林音協 

日音協青森県支部 

日音協香川県支部 

日音協岩手県支部 

日音協福島県支部 

日音協茨城県支部 

日音協長野県支部 

日音協新潟県支部 

日音協東北北ブロック合同 

ゲスト：前花雄介 

ス：山城博治

55 音楽祭プログラム（9/22） 

コロニーにいがた

よしもとけんじ 

日音協東京都支部 

日音協九州支部 

日本私鉄労働組合総連合会 

自治労音楽協議会 

ス：Naomaria

企：若い会員の交流会 

合唱団ミール 

日音協秋田県支部 

FM カンパニー 

日音協沖縄県支部（沖音協） 

エンディング
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日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057  URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

⇐  出演順などは変更になる可能性があります。 

古典琉舞「かぎやで風」 
全国交流会の幕開けで披露する予

定です。那覇市職労の組合員の皆さ

んに舞っていただきます。 

交流会は、カチャーシーで締めた

いと考えています。 

ゲスト 前花雄介さん
石垣市宮良出身。民俗学者の祖父・八

重山民謡「とぅばらーま」チャンピオン

の父と弟を持ち、八重山の歴史や自然、

文化などをオリジナルで歌うシンガーソ

ングライター。

http://nichionkyou.org/
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北
海
道
の
今
年
の
夏
は
本
州
に

比
べ
る
と
な
ん
と
も
過
ご
し
や
す

い
。
そ
ん
な
中
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
は

８
・
６
の
ダ
イ
・
イ
ン
集
会
と
８
・

15
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
犠
牲
者

の
追
悼
集
会
で
、
反
核
・
平
和
を
誓

い
熱
く
歌
い
あ
げ
た
。 

会
場
は
と
も
に
、
札
幌
の
中
心
部

の
大
通
公
園
西
３
丁
目
公
園
ひ
ろ

ば
。
８
・
６
ダ
イ
・
イ
ン
集
会
で
は

朝
の
７
時

30

分
か
ら
の
演
奏
で

「
戦
争
は
Ｎ
Ｏ
！
」
「
原
爆
に
未
来

な
し
」「
あ
た
り
ま
え
の
地
球
」「
武

器
を
捨
て
て
」
最
後
に
「
鳩
を
舞
い

上
が
れ
」
を
歌
い
、
集
会
で
は
「
原

爆
を
許
す
ま
じ
」
を
全
体
合
唱
し

た
。

右翼の街宣車の挑発にも怯まないで歌う朴保

笑顔笑顔で、演奏の練習と打ち合わせ 

は
い
さ
い
！ 

沖
縄
の
平
良
で
す
。

沖
縄
音
楽
祭
の
準
備
を
６
月
か
ら
精
力
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
県
内
労
組
へ
の
働
き
か
け
、

音
楽
関
係
者
へ
の
出
演
交
渉
、
県
実
行
委
員
会

の
結
成
、
各
団
体
へ
の
協
賛
広
告
と
参
加
呼
び

か
け
依
頼
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
県
民
へ
の
告
知
な

ど
、
相
手
の
感
触
で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
ま
す
。 

沖
縄
は
遠
隔
で
あ
り
出
演
者
が
少
な
く
な
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
並

み
の
申
込
が
あ
り
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
は
明
る
く
楽
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
の
中
か
ら
、
当

日
の
司
会
者
を
決
め
、
各
任
務
の
責
任
者
を
決

め
ま
し
た
。

音
楽
祭
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
を
活
用
し
日
音

協
の
メ
ン
バ
ー
と
い
ろ
い
ろ
と
確
認
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
・
15
追
悼
集
会
で
は
、
朴
保

（
パ
ク
ポ
ー
）
が
応
援
演
奏
に
駆
け

つ
け
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
な
ど

戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
。

原
爆
投
下
、
敗
戦
か
ら
79
年
が

経
過
し
て
も
な
お
地
球
上
で
は
核

兵
器
の
脅
威
に
覆
わ
れ
、
紛
争
、
戦

争
が
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
る
。
自

分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
小
さ
い

行
動
か
も
し
れ
な
い
が
続
け
る
事

が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
。 

歌う FMカンパニー
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１ 日 時 2024 年９月 16 日（月・祝日） 

13 時 オープニングライブ  

13 時 30 分〜14 時 45 分 トークライブ 

15 時 デモ行進出発 

日音協のブース前ミニコンサートは 11 時（準備は 10 時～） 

２ 会 場 代々木公園Ｂ地区イベント広場・野外ステー 

ジ・けやき並木（ＪＲ山手線「原宿駅」、東京メトロ 

千代田線「明治神宮前駅」、千代田線「代々木公園 

駅」、小田急線「代々木八幡駅」下車） 

日音協は、けやき並木の日音協ブース前集合 

３ 内 容 11：00 ブース開店 

13：00 オープニングライブ 片平里菜 

13：30 トークライブ 

呼びかけ人 鎌田慧さん 落合恵子さん  

佐高信さん 澤地久枝さん 

福島から ／各地から （女川、東海第二、 

青森・むつ、柏崎刈羽）／環境団体から  

14：45 集会終了 

15：00 デモ行進 原宿コース、渋谷コース 

４ 主 催 「さようなら原発」一千万署名 市民の会 

５ チラシ 次のＵＲＬからダウンロードしてください。 

http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-

content/uploads/2024/06/4f539dc24d10714f

27b1d2cd53df32ff.pdf 

６ 日音協としての取り組み 

(1) 日音協は 11 時から 13 時 30 分までブース前でミニコンサートを

開催します（準備は 10 時から）。ブース位置は実行委員会で検討

中。決定次第、改めておしらせします。

(2) 日音協ブース前ミニコンサートに出演を希望される方（グループ）

は、申し込み書フォーマットにより、９月 13 日（金）までに日音

協あてお申し込みください。出演者（団体）ごとの演奏時間は出入

り込みで 15 分を標準とします。出演希望者が多数のときは、ご希

望よりも短い時間をお願いする場合があります。出演希望者が少数

の場合は、当日出演希望を受ける場合があります。

日本音楽協議会 

インターネットメール  nichion@yomogi.or.jp 

ファクシミリ 03-6369-3057

電話 03-3221-1821

(3) 日音協は 14：45 からデモ行進に出発する参加者を音楽で激励し

ます。渋谷方面に出発する参加者への激励（けやき並木）に加え

て、今回は原宿方面に出発する参加者も手分けして激励します。具

体的な場所は当日現地でご指示いたします。

(4) 日音協は、参加者の交通費その他の費用を負担しません。出演料な

どのご負担を求めることもありません。

(5) 日音協の当日の連絡責任者は会長の松本（090-5796-4261）

です。

集会に参加される会員、音楽仲間は、９月 13 日（金）までに日音

協にご報告お願いいたします。報告しなければ参加できないという趣

旨ではありません。 

琉
球
新
報
（
８
月
27
日
朝
刊
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た 

http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-content/uploads/2024/06/4f539dc24d10714f27b1d2cd53df32ff.pdf
http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-content/uploads/2024/06/4f539dc24d10714f27b1d2cd53df32ff.pdf
http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-content/uploads/2024/06/4f539dc24d10714f27b1d2cd53df32ff.pdf
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「南風(ふぇーぬかじ)」⑩ 

めんそーれー沖縄へ 

チャンプルーの世界へ
沖縄県支部長 平良昌史 

いよいよ沖縄音楽祭が近づいてき

ました。全国交流会も楽しみですが、

その後の交流も是非お楽しみくださ

い。沖縄は、日本の南にあり、亜熱帯

気候と風土、琉球王国の歴史で培われ

た独自の文化があります。また、沖縄

は、中国の影響、大和の影響、東南ア

ジアの影響、琉球処分までの日支両属

（日本と支那両方に従属していた状

態）があり、日本の統治、悲惨な沖縄

戦、その後の米軍統治、そして日本復

帰と時代ごとに様々な文化に触れ、そ

れをチャンプルーして多様な文化を

作り上げてきました。沖縄は小さな島

であり、生き抜く知恵としてお互いに

助け合うという文化（ゆいまーる）が

あり、出会えば兄弟（いちゃりばちょ

ーでー）と他者との関わりを大切にす

る文化があります。文化の基本は島言

葉（しまくとぅばで）あり、沖縄

県では、しまくとぅばをのこし

て未来へつないでいくために、

９月１８日を「しまくとぅばの

日」と決めて県民運動を行って

おり、那覇市では「ハイサイ、

ハ イ タ イ 運 動 」 を 推 進 し て い ま

す 。 沖 縄 の 音 楽 は 、 琉 球 古 典 音

楽 と 庶 民 が 奏 で る 民 謡 、 ど ち ら

も 三 線 （ さ ん し ん ） が 使 わ れ て

います。青年会によるエイサーもお

盆で各地域を回っています。南沙織

にフィンガー５、安室奈美恵とアイ

ドルを輩出し、ＨＹにＢＥＧＩＮ、 

Kiroro といろいろなジャンルのミュ 

ージシャンがいます。カラオケでも沖

縄ジャンルで楽しめます。沖縄の食文

化も楽しみの一つです。豚は鳴き声以

外全部食べると言われ、いろいろな料

理に使われていますし、安いステーキ

屋、庶民の野菜料理の「チャンプルー」

や沖縄そば、北海道昆布の消費量も多

い。沖縄で酒といえば泡盛、タイ米を

醗酵させた蒸留酒で各地域に泡盛工

場がある。有名なオリオンビールに地

ビールもある。沖縄の夜は長い、タク

シーも安いので、次の日に支障がない

程度にチャンプルーな夜をお楽しみ

ください。

坂口美日 
沖縄音楽祭も本番直前となりました。音楽祭でステージ立た

れる方、是非お目通しください！ 

■リハーサル順が確定しました。リハーサルを希望されたグル

ープは、申し込みされた方に通知していますので共有してく

ださい。

リハーサルは、サウンドと、演奏の気になる部分のチェック

が主となります。演奏でチェックしたい箇所は、リハーサル

開始時にその場で申告してください。

■舞台配置図提出ありがとうございました。

変更点などがありましたら、必ず下記まで連絡をお願いしま

す。

０９０−７９４５−６４００ 

p.mikann@nifty.com （坂口）

■第 55 回はたらくものの音楽祭で、納得のいく演奏をするた

めに！《特にリハーサルをしない演奏団体は必見です！》

【演奏スタート前】 

① 電子楽器（エレキギター、ベース、キーボード、電子ドラ

ムなど）、アコースティック楽器の順にステージに入ってい

ただきます。演奏前に必ず音のチェックをし、改善してほ

しい場合は、その状態に応じ近くのステージスタッフまた

は座席側にいる PA に大きな声で直接要望を伝えてくださ

い。

② 次にボーカル（歌い手）の方に入っていただきます。マイ

クの高さが合わないと感じた場合は自分で調整してくださ

い。マイクからの距離は５㎝が理想的です。

【演奏スタート直後】 

このまま演奏を続行することに支障を感じた時は、躊躇せず

に手をあげ演奏を中止して、ステージスタッフまたは PA に、

何をどうしてほしいか伝えてください。改善された後に演奏を

最初からやり直してください。２曲目の発表曲の演奏形態が大 

きく違う場合も同様です。 

※ただし、これができるのは演奏スタート直後です！

大宜味村の豊年祭で女性の皆さまが躍る「大宜味７月エンサー」です。

右側の座っている４人の女性が太鼓をたたきながら昔からの歌を歌い、そ

の周りを輪になって女性の皆さまが２０分踊り続けます。   （平良） 
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「
中
越
沖
地
震
１７
年

福
島
を
忘
れ

な
い
！

柏
崎
刈
羽
原
発
ハ
イ
ロ
全
国

集
会
」
が
７
月
１５
日
、
柏
崎
市
産
業

文
化
会
館
（
新
潟
県
柏
崎
市
）
で
開
催

さ
れ
、
東
京
か
ら
坂
口
さ
ん
、
新
潟
か

ら
高
野
さ
ん
・
髙
林
さ
ん
、
竹
内
の
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
、
中
越
沖

地
震
が
発
生
し
た
７
月
１６
日
に
合
わ

せ
て
「
県
民
集
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
軟
弱
地
盤
に
立
つ
柏
崎

刈
羽
原
発
の
再
稼
働
が
秒
読
み
と
さ

れ
る
中
、
全
国
の
仲
間
の
廃
炉
を
求
め

る
声
を
柏
崎
に
結
集
す
る
た
め
に
「
全

国
集
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、
新
潟
県

内
、
全
国
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

全
国
集
会
で
は
、
新
潟
県
の
検
証
委

員
会
の
元
委
員
で
あ
る
上
岡
直
見
さ

ん
（
環
境
経
済
研
究
所
代
表
）
が
「
も

し
原
発
が
事
故
を
起
こ
し
た
ら
」
と
の

テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
、
原
子
力
防
災
対

策
の
不
備
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
柏
崎
（
再
稼
働
を
め
ぐ
る
情
勢
・

議
会
報
告
）
、
福
島
（
福
島
第
一
原
発

事
故
で
新
潟
県
へ
自
主
避
難
）、
石
川

第
２
回
ピ
ビ
ン
パ
フ
ェ
ス
タ 

 

「音
楽
運
動
の
場
」の
広
が
り
を
実
感 

「
第
２
回
ピ
ビ
ン
パ
フ
ェ
ス
タ

～
今
こ

そ
日
朝
友
好
の
輪
を
！
新
潟
・
魂
！
～
」

が
８
月
１０
日
、
新
潟
朝
鮮
初
中
級
学
校

（
新
潟
市
東
区
）
で
開
催
さ
れ
、
「
日
音

協
新
潟
県
支
部
」
と
し
て
、
板
井
さ
ん
、

山
本
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、
高
野
さ
ん
、
髙

林
さ
ん
、
塙
さ
ん
、
竹
内
の
７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

「
ピ
ビ
ン
パ
フ
ェ
ス
タ
」
と
の
イ
ベ
ン

ト
名
の
と
お
り
、
伝
統
の
炭
火
焼
肉
の
美

味
し
い
匂
い
が
会
場
中
に
広
が
る
中
、
暑

さ
も
和
ら
い
で
き
た
夕
方
、
屋
台
や
お
化

け
屋
敷
も
あ
り
、
楽
し
い
お
祭
り
の
雰
囲

気
で
し
た
。 

「
風
車
の
唄
」「
和
平
と
愛
実
」「
届
け

私
た
ち
の
思
い
歌
に
の
せ
て

～
再
び
戦

場
に
せ
ぬ
よ
う
に
～
」
を
演
奏
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
演
奏
し
た
、
髙
林

さ
ん
が
作
詞
・
作
曲
の
「
少
年
よ
、
灯
を

灯
せ
」
で
は
、
会
場
と
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

（
能
登
半
島
地
震
・
志
賀
原
発
）
の
各

地
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
後
、
参
加
者
と
と
も
に
市
街
地

で
の
デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。
出
発
前

に
、
「
あ
た
り
ま
え
の
地
球
」
の
音
源

を
流
し
て
歌
っ
て
い
る
と
、
「
い
つ
も

磯
野
さ
ん
た
ち
と
こ
の
歌
を
歌
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
」
と
富
山
か
ら
参
加
さ

れ
た
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

デ
モ
は
、
高
林
さ
ん
が
日
音
協
の
旗
を

持
ち
、
４
人
で
反
対
の
コ
ー
ル
に
合
わ

せ
て
声
を
上
げ
て
歩
き
ま
し
た
。 

柏
崎
市
議
会
、
刈
羽
村
議
会
で
は
、

再
稼
働
に
向
け
た
請
願
が
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
再
稼
働
に
向
け
た
動
き
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
集
会
前
に
は
、
坂
口

さ
ん
、
高
野
さ
ん
、
竹
内
の
３
人
で
柏

崎
刈
羽
原
発
を
望
む
海
岸
へ
行
き
、
改

め
て
原
発
が
あ
る
「
現
実
」
を
実
感
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
デ
モ
終
了
後
に
は
嬉
し
い

お
ま
け
も
！
昨
年
の
長
岡
音
楽
祭
・
全

国
交
流
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
「
西
巻

酒
店
」
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
、
柏
崎
駅

前
の
お
店
で
利
き
酒
の
出
店
を
す
る

日
だ
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
！
や
っ
ぱ

り
新
潟
の
お
酒
は
美
味
し
い
！ 

（
坂
口
美
日
・
竹
内
崇
史
） 

今
回
は
、
新
潟
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
の
有
田
さ
ん
か
ら
の
お
声
掛

け
が
あ
り
、
演
奏
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
新
潟
県
支
部
で
は
、
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
「
音
楽
運
動
の
場
」
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
７
月
１５
日
の
柏
崎
刈
羽
原

発
全
国
集
会
後
の
有
田
さ
ん
と
の
打
ち

上
げ
で
も
、
「
来
年
の
全
国
集
会
で
の
演

奏
」
の
話
も
出
る
な
ど
、
「
平
和
へ
の
運

動
（
想
い
）」
を
通
じ
て
、「
音
楽
運
動
」

の
広
が
り
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
竹
内

崇
史
） 

新潟県支部メンバー７人で演奏しました 
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▼
「
新
し
い
戦
前
」
が
進
行
し
て
い
る
。

防
衛
費
を
増
額
す
る
動
き
に
加
え
自
衛

隊
の
動
き
も
き
な
臭
さ
を
増
し
て
い

る
。
海
上
自
衛
隊
練
習
艦
隊
の
幹
部
ら

が
今
年
５
月
、
靖
国
神
社
を
集
団
で
見

学
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
自
衛
隊
幹

部
が
部
下
と
一
緒
に
靖
国
神
社
を
集
団

参
拝
し
た
事
実
が
判
明
し
、
太
平
洋
戦

争
な
ど
の
戦
死
者
を
ま
つ
っ
て
旧
軍
と

の
関
係
が
深
い
靖
国
神
社
と
、
自
衛
隊

と
の
密
接
な
関
わ
り
が
相
次
い
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
▼
靖
国
神
社
は
、
か

つ
て
軍
国
主
義
の
精
神
的
支
柱
だ
っ
た

国
家
神
道
の
中
心
的
施
設
で
あ
り
、
太

平
洋
戦
争
を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
言
い

換
え
、
戦
争
末
期
の
「
特
攻
」
を
「
わ

が
国
古
来
の
霊
魂
不
滅
の
死
生
観
と
武

士
道
精
神
に
支
え
ら
れ
、
国
家
、
民
族

の
存
亡
の
危
機
に
際
し
て
表
出
し
た
壮

絶
な
戦
法
」
と
褒
め
称
え
て
い
る
▼
ま

た
、
12
億
円
も
の
国
費
を
使
っ
て
、
強

行
さ
れ
た
安
倍
元
首
相
の
国
葬
で
、
自

衛
隊
が
演
奏
し
た
２
曲
の
う
ち
、
１
曲

は
「
軍
人
が
戦
争
で
死
ぬ
こ
と
を
美
化

礼
賛
す
る
政
治
施
設
」
で
あ
る
靖
国
神

社
の
「
聖
歌
」、
も
う
１
曲
は
戦
後
に
自

衛
隊
の
人
間
が
作
曲
し
た
「
大
日
本
帝

国
時
代
の
精
神
文
化
の
天
皇
崇
拝
を
継

承
す
る
歌
」
だ
っ
た
▼
８
月
15
日
、
閣 

僚
が
靖
国
神
社
を
参 

拝
し
、
岸
田
首
相
は 

玉
串
料
を
納
め
た
。 

戦
死
を
栄
誉
と
思
わ 

せ
防
衛
の
名
で
国
に 

命
を
さ
さ
げ
る
こ
と 

を
推
進
し
よ
う
と
し 

て
い
る
。 
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飯島貞親 

▼「どん行」執筆の飯島さんから

の感想が届きました。▼前号の朝

日新聞から転載した詩で違和感 2

つ。▼一つは「戦争の副作用」。副

作用というのは狙った効果とは違

う症状がでてしまうもの。では、

戦争の本作用とはなんでしょう

か。▼もう一つは「誰かが始めた

戦争」。冷めた言い方で「自分は知

らないよ」という態度。▼本当に

関係ないのかどうか、深い視点が

欲しいもの。（ということでした） 

▼いろんな視点で感じ、考え、伝

えていきたいと思います。 （佐藤） 

▼8月 24日～25日。八戸市でも

原爆写真展を開催した。▼昭和 19

年生まれだという男性は、小学校

の授業で、映画館で「ピカドン」（だ

ったかなぁ）という映画を観た。

女の子は泣き出してしまった。シ

ョックだった。本当は、こんな写

真を見るのは辛いし、見たくない。

でも、年寄り仲間たちと「また戦

争に巻き込まれなかったのは、憲

法があったからだよなぁ」と話し

あっているそうです。  （佐藤） 
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萸
坂
う
た
行
動 

８
／
23
（
５
１
８
回
）
報
告  

Ｒ
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【
参
加
者
】
守
屋
さ
ん
、
カ
オ
ル

さ
ん
、
美
野
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、

モ
ッ
チ
ー
、
鈴
木
さ
ん
、
Ｆ
さ
ん
、

通
り
す
が
り
の
女
性 

達
哉
、
森 

 
 

 
 

 
 

  

計
10
名 

横
断
幕
を
広
げ
て
い
る
と
、
ひ

と
り
の
男
性
が
興
味
深
げ
に
見
て

い
た
。「
こ
こ
は
『
国
会
前
で
歌
う
』

の
場
所
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ

て
、
戸
惑
い
つ
つ
「
毎
週
金
曜
日

歌
っ
て
い
ま
す
け
ど…

」
と
答
え

た
。
続
け
て
「
Ｓ
さ
ん
と
い
う
方

か
ら
う
か
が
っ
て…

」
と
言
わ
れ

て
、
そ
れ
が
「
国
会
前
で
『
民
衆

の
う
た
』
を
う
た
お
う
」
の
会
だ

と
わ
か
っ
た
。
19
時
開
始
で
、
時

間
が
ず
れ
て
い
る
の
で
私
た
ち
も

茱
萸
坂
の
あ
と
に
参
加
し
て
い

る
。 

る
。
Ｓ
さ
ん
は
そ
ち
ら
の
中
心
人

物
の
ひ
と
り
だ
。『
民
衆
の
歌
』
の

開
始
時
間
に
は
ま
だ
間
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
こ
の
男
性
Ｆ
さ
ん

も
茱
萸
坂
で
歌
っ
て
い
く
こ
と
に

し
た
。 

 
８
月
だ
か
ら
反
戦
の
歌
を
と
思

い
、
今
日
は
『
死
ん
だ
男
の
残
し

た
も
の
は
』
と
『
あ
の
日
』
の
楽

譜
を
も
っ
て
い
っ
た
。『
死
ん
だ
男

の…

』
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
が

『
あ
の
日
』
は
初
め
て
。
木
村
和

さ
ん
詩
・
熱
田
征
一
さ
ん
曲
の
歌
。

「
八
月
の
赤
い
花
に
だ
か
ら
問
え 

兵
士
で
あ
っ
た
あ
な
た
の
父
や
兄

た
ち
は 

あ
の
日
ど
こ
で
何
を
し

て
い
た
か 

罪
の
な
い
も
の
が
ど

こ
の
国
で
も 

ど
の
よ
う
に
酷
く 

殺
さ
れ
て
い
っ
た
か 

死
者
は
や

さ
し
く
眠
れ
る
か…

」。
短
い
言
葉

の
中
に
、
加
害
の
視
点
が
あ
る
。

戦
争
は
被
害
だ
け
で
は
な
い
。
誰

か
へ
の
加
害
者
と
な
る
こ
と
と
一

体
。
そ
の
怖
さ
が
突
き
つ
け
ら
れ

る
。 

 

こ
こ
数
日
は
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
原
発
で
は
デ

ブ
リ
取
り
出
し
に
着
手
さ
れ
る
予

定
が
、
ま
さ
か
の
パ
イ
プ
接
続
順

を
ま
ち
が
え
る
ミ
ス
で
中
断
。
続

け
て
「
安
全
確
実
の
た
め
に
立
ち

止
ま
っ
た
」
と
社
長
の
ド
ヤ
発
言
。

「
順
番
確
認
も
で
き
て
な
か
っ
た

く
せ
に
！
」
と
ニ
ュ
ー
ス
画
面
に

突
っ
込
ん
だ
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
は
ず
。
デ
ブ
リ
の
総
量
は
推
定

８
８
０
ト
ン
。
モ
ッ
チ
ー
が
「
今

回
取
れ
て
も
耳
か
き
一
杯
分
」
と

言
う
と
、
美
野
さ
ん
も
「
ま
だ
何

百
ト
ン
も
あ
る
の
に
！
」
と
怒
り

を
あ
ら
わ
に
し
た
。 

辺
野
古
で
は
、
20
日
、
大
浦
湾 

で
の
杭
打
ち
が
始
ま
っ
た
。
22
日

に
は
、
死
亡
事
故
が
起
き
た
安
和

桟
橋
の
作
業
が
再
開
。
多
く
の
機

動
隊
員
を
投
入
し
、
抗
議
の
人
々

を
歩
道
に
押
し
込
め
て
ト
ラ
ッ
ク

が
一
気
に
走
り
抜
け
て
い
る
。
あ

の
事
故
の
原
因
等
々
、
発
表
も
報

道
も
何
も
な
い
。「
さ
ら
に
浦
添
に

軍
港
が
造
ら
れ
る
ら
し
い
よ
」
と

守
屋
さ
ん
が
東
京
新
聞
の
記
事
を

教
え
て
く
れ
た
。 

Ｆ
さ
ん
が
歌
い
や
す
そ
う
な
曲

を
と
、『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』『
メ
ッ

セ
ー
ジ
』『
Ｄ
ｏ
！
廃
炉
』
を
歌
っ

た
。
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
楽

し
そ
う
に
歌
っ
て
く
れ
て
嬉
し

い
。
そ
の
後
Ｆ
さ
ん
と
守
屋
さ
ん

は
『
民
衆
の
う
た
』
に
移
動
し
た

が
、
茱
萸
坂
で
は
『
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
私
た
ち
が
決
め
る
』『
明
日

を
殺
す
な
』
等
々
歌
い
続
け
た
。

「
今
日
を
貪
る
た
め
に
明
日
を
殺

す
な
」
と
い
う
歌
詞
を
み
ん
な
で

し
み
じ
み
と
噛
み
し
め
る
。 

い
つ
も
笑
顔
を
向
け
て
通
り
過

ぎ
て
い
た
女
性
が
今
日
は
立
ち
止

ま
っ
て
く
れ
た
。「
１
曲
だ
け
で
も

歌
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
誘

い
、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
の

替
え
歌
『
子
供
ら
の
明
日
の
た
め

に
』
を
歌
っ
た
。
１
曲
だ
け
だ
っ

た
け
れ
ど
、
ご
縁
に
感
謝
だ
ね
。

歌
が
誰
か
に
届
く
。
歌
う
こ
と
で

繋
が
れ
る
。
私
た
ち
の
行
動
は
繋

が
っ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
ろ
う
！ 

 




